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巻 頭 文 前理事長 佐藤宣子

6年 間を振 り返って                          第 10号  mce20CISdl

第 10子 の九州森林ネ ントワ~ク 通信 (OFN)を お層けします。岩

様 ご健勝のことと存 じます。9号 発千J以降、間があヽヽて しまい申 し 発 行 日 201011.1

景テ魯誉二景綜:済 すま士、
て
播紡ブ仔蘇れ合y,塗 請九脂

増逢ご:‰ 塚村
絡協議会 か ら足かけ 0年 間、理事長 会 長 を務めてお りま したが、 く 担当オフィス>

1 0月 開催の総会 で役 を退 かせ て頂 きま した。この間、普終 に頼 り

ない理学長 を基 り立てて下 さり、派 くる謝 申 し上 げます。

年に2口 のフォーラムが主な活動で したが、関係のを様の努力に

よって様イなテーマで、様 々なltで開催することができ、私 自身、

大学内での付 き合いだけでは得 られない様 々な出会いと☆重な体

験 をすることができました。6年 の渚動の中で、第 11口 、 12ロ

のテーマとしたカーボンオフセ ント (」VE R )のクレジ ントを講塚

小日 上 津江の 3つ のいで取得できることになった点は当NP O活

動の大きな成果だと感 じてお ります。しか し、」4々とマチが しっか

りと手を結んで、様々な出からの怠み を活か したhで の豊かな暮ら

しとマチでの 良質な家造 りを実現するにはまたまだ多くの問題が

あ ります。近年、海タトでの木材需給が逗迫する中で、大規模な夕ヽウ

スメーカーが相次いで国産材利用にシフ トして、自給率は高まって

ぃますが、い村での暮らしを無祝 して、資源供給地 としての役割た

けが求められようとしていることにた恨 も感 じます。

そうした中で、幅広い方々とフラ ントに義論 しうる当NP Oの 校

割はいっそう大 きくなるもの とを信 していま

す。新〕ヒ里理事長並びに講塚村の新事務局体制           ネ ットワーク新理事
でのた勤に私 も監事役 として微力なが ら会の           の 紹介

発展に尽 くしてい くオ存です。今後 ともNPO

法入九州森林ネ ットワークの輪 を広げる活動           第 15回 九州森林

にご協力を賜 りますようお願い して、退任の挨            フ オーラムお知らせ

拶とさせて頂 さます。有 り難 うございました。
 ネ ットワークキャラクター

「やまと熱人(ネット)J

NPO法 人 九サ‖‖森林ネットワーク
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新理事紹介

キ年 1 0月 の総合で、新 しい理事が就任 す ることが承訳 され ま した。今回は紙面 を借 り

て各理事の 自己紹介 を指式 します。

①新理事長 北 里 耕 亮 (熊本県小国町)

この度の定期総会 を得て、理事長の大4究をおおせつかることになりました'ヒニ

です。

前任の佐暮理事長が多年に友 り本ネ ントワ~ク ををラ|し、各理事 会員のみなさ

まと一緒になって築 さ上げてこられま した実績等 を踏まえ、さらなる本ネ ッ ト

ワークの発展のため欲力ながら尽 くしてまい りたいと存 じますので、みなさま方

のご指導、ご投撻 をよろしくお願い申 し上げます。

さて、林業従学者の高齢化や担ぃ手不足 といった社会構造の変化に力Eえ、材価の

低迷、生産ヨス トの上昇など、林業を取 りまく環境は紘 しい状況が続いております

が、本ネ ットワークの設立目的であります、え'1 1で生活するみなきま方に対 して、

森林の保全を始め、林業の有成、森林資源の有効'3用、地域材住宅による良好な仁

環境づ くり等に対する堤策やFE R鷺提起 を今後 も行ってい きたいと思 ってお りま

す。

さらには木の夫化の後実等に関する事業も行い、え川のLL村地域 (り1土地域)と

町 (川下地域)と の、さらなるネ ノトワ~夕 形成のために、これからも 「九州森林

フォーラム」の関控や、木材の適工な流通 と活用によっての、水源のおネ、空気の

浄化、国上の保全 といった多益的 公益釣な機能を九州の森林が高め、森ホ資源 を

有効に港用 し、キ続可能な森林経営を目指 し、本の大化を後世に残す事を念頭に、

た勤 してまい ります。

今年5月 に虎児島県厘久島において、 「第15回え川森林フォーラム」を開催いた

しますので、多数の方のご参加をお待ちするとともに、星久島でお会いできること

を楽 しみに しております。

今後 とも、各理事 会長のみなきま方のさらなる、ご支援、ご協力のほどを、よ

ろしくお願い申 し上げ、理事長就任のあいきつとさせていただきます。



■日 程 :平成23年 5月 13日 (金)～ 14日 (■)

■会 揚 :鹿児島県屋ス島町
ロテーマ :「島の森と生きる」～自然の豊かさと共存する暮らし～

九州1各地の林産地と町をつなぐ渚勤をとめてきた森林ネットワークが、始め

て海を友り、島に入 ります。森林を活用する林業の島であり、世界遠産の島で

あり、林業でかけがえのない貴重な資源を前に、環境保全と林業活性化、観光

オ1用といかに両立させるかという、根源的な問題を議論します。

屋久島の素晴らしさとは何か、その良さを知り、それを活かす生活について

島民の普さんとともに、考えてみましょう。

■主 催
■共 催

NPO法 人 九 州森林ネットワーク

九ll森林管理局、屋久島町、屋ス島大屋根の会

■後 援 :鹿児島県、福岡県、熊本県、大分県、宮崎県、うきは市、小国町、

諸塚村、小国町森林組合、耳川広域森林組合ほか (すべて予定)

■参加費 :フォーラム1,000円 (会員無料)

■締 切 :4月 10日 (本)
■プログラム 13日 (金)13時  宮 え浦港フェリーターミナル集合

「小杉谷森林執道 を歩 く」～ 17■

18時  地 域交流会    (会 貴3,000円 )

宿泊 :ホテル星久島出荘 (  7,500円 )

14日 (上) 9時 ～ 1511t 九 州1森林フォーラム

基調講演① 「持続可能な森林管理 と地域社会 」

講師 :(社)日本森林技術協会 離森隆郎氏

基調義演② 「屋久島における世界自然遠産登録の意義と課建」

講姉 :国立な史民俗博物能 準教授 栄 崎浅光氏
パネルディスカッション

兵頭昌明氏、岩占鳴見氏、浜口分一郎氏、済口功氏ほか

■間台先 NPO九 州森林ネットワーク事務局 (詰塚村企画課内)

TEL0982-65-1116 FAX0982-65-O032

屋久島大屋根の会 【L0997-42-0138

FAX0997-42-1846

ネットワークキャラクター
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